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1．はじめに1．はじめに 近年，高流動コンクリートは，コンクリート構造物の施工の省力化および耐久性の向上等を

目的として使用されている．自己充填性を有する高流動コンクリートは高性能であるが故に施工に際しては

時間の経過やポンプ圧送に伴う，性状の変化を十分に把握し，予測した上で計画をたてることが求められる． 

 以上のような観点から，コンクリートのポンプ圧送前後における性状変化の予測につなげるための基礎的

データを収集することを目的に施工現場における現場計測を実施した．なお，現場計測は国土交通省の実海

域等実験場提供システムの制度により大阪港夢洲トンネル 5 号函製作工事において行った． 
2．計測概要 表－1 に高流動コンクリートの示方配合を，表－2 に使用材料の一覧を表－3 にポンプ車の仕

様を示す． 表－1 示方配合 
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表－2 使用材料 
 本計測においてポンプ吐出圧力はポンプ車本体の

主油圧を測定し，これに換算係数を乗じることによ

り求めた．コンクリートの吐出量（m3/h）はシリン

ダ容積と 1 分間のストローク回数から算出した．コ

ンクリート試料は，トラックアジテータから採取し

た試料を圧送前試料とし，ポンプ車から圧送され筒

先で採取した試料を圧送後試料として測定を行った． バイオポリマー系
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表－3 ポンプ車の仕様 
コンクリートのスランプフローおよび空気量試験

は B 法により測定を行った．V 漏斗試験は，2 回測

定を行い 2 回目の測定値を実験値として採用した．

単位水量はエアメータを用いた土研法により測定し

た．モルタル試料は，コンクリートを 5mm ふるい

でウェットスクリーニングすることにより採取し，

塑性粘度は B8U 形粘度計を用いて測定した． 

Nobuhiko KOHIRA, Tomoji KUMANO, Takao ONISHI, Naohito MIZUGUCHI, Toshio M

ートのスランプフローの比較を示

す．図より，45 度線をはさみ値がプ

ARUYAMA and Maho NISHIOKA AMA and Maho NISHIOKA 
  スランプフローの比較

図－1 ポンプ吐出圧力と 

吐出量の関係 
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図－2 圧送前後における
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最大吐出量 標準圧送 標準圧送

（吐出量×吐出圧力） 100m3/h×5.4MPa 135m3/h×4.6MPa
輸送管径 125A 125A

コンクリートシリンダ数 2 2
シリンダ径×最大ストローク Φ225×1650mm Φ225×2100mm

ブーム型式 全油圧三段屈折式全油圧四段屈折式
最大長さ 25.8m 32.1m

使用輸送管径 125A 125A
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3．計測結果 図－1 にポンプ吐出圧

力とコンクリート吐出量との関係の

一例を示す．図より，吐出圧力とコ

ンクリートの吐出量との関係におい

て標準的なポンプ圧送能力の範囲で

施工されていたといえる． 
図－2 に圧送前後におけるコンク

リ

ロットされている．このことから，
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スランプフローが増加する場合と減少

する場合があり，圧送前後で一貫した

変化の傾向がみられなかった． 

図－3 に圧送前後における V 漏斗流

下時間の比較を示す．図より 45 度の線

よりも下側に値がプロットされており，

本計測では圧送後の方が圧送前に比べ

て流下時間が減少するという明確な傾

向がみられた．このことは，ポンプ圧

送による流動性状の変化に関する既往

の研究 1）,2）と一致する． 

図－3 圧送前後における 

 V 漏斗流下時間の比較 

図－4 に圧送前後におけるコンクリートの単位水量の比較を示す．圧

送による変化の傾向は明確ではないが，今回の配合では単位水量が

175kg/m3 であり，エアメータを用いた場合の誤差の範囲 3)が±5％程度で

あるということを考慮に入れると，ポンプ圧送前後における単位水量の

変化は概ねないと推察される． 

図－5 に圧送前後におけるモルタルの単位水量の比較を示す．モルタ

ルに換算した場合の単位水量の設計値は 250kg/m3 であるが，図より測定

結果はほぼ 250kg/m3 となったことから，単位水量に圧送前後での変化は

ないと判断できる．以上のように，コンクリート，モルタルどちらの場

合においても単位水量に変化がないことから今回の施工におい

てポンプ圧送にともなう加圧脱水等の現象は発生していないと

考えられる． 

図－6 にモルタルの流動曲線の一例を示す．図より圧送前の

流動曲線は比較的直線に近い形状となっている．一方，圧送後

の流動曲線は，せん断ひずみ速度が 3/s 程度までは，圧送前と

同程度のせん断応力であるが，6/s～14/s では圧送前と比べせん

断応力が小さくなり，流動曲線全体では下に凸なチキソトロピ

ックな性状を示すことがわかる．この圧送前後の流動曲線の変

化とV漏斗流下時間の圧送後の減少の傾向とに関係があると推

察される． 

4．おわりに 今回の現場計測ではコンクリート，モルタルともに圧送前後で単位水量に変化はみられなか

った．このことから，ポンプ圧送にともなう加圧脱水等の現象は発生していないと考えられた．一方，圧送

後に V 漏斗流下時間は減少した．モルタルの流動曲線は，圧送後に下に凸となる傾向を示し，ポンプ圧送す

ることによりチキソトロピーが増大するような変化が生じた．このことから圧送前後の流動曲線の変化と V

漏斗流下時間の減少との間に関係があると推察された． 
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図－6 流動曲線の一例 

図－4 コンクリートの 
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